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1 

質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１ 9 

岩淵 

和明 

議員 

１．うきは市の子ども子育て支援について 

 うきは市の年少人口は、令和７年（２０２５）８ 

月現在、総人口の１１．２９％３０４９人と平成２ 

８年（２０１６）１２月末と比較し１．２１％７７ 

４人の減少となっている。政府は、令和８年（２０ 

２６）４月から新たに「子ども・子育て支援金制度」」）

を導入し、全世代・全経済主体から医療保険に上乗せ

して所得に応じて、３年間段階的に引き上げながら負

担する制度を開始する。社会全体で子ども・子育て世

帯を応援することは重要であるが、地方自治うきは市

の「子育て支援」施策について伺う。 

 

（１） 就学援助について、令和６年度から支援の対象

範囲を拡充しているが、以下のとおり周知内容の見

直しが必要と考える。所見を伺う。 

 ①援助対象の範囲について、「生活保護基準額の１． 

３倍未満」としている。事例として示している４ 

つについて、所得算定額に「ひとり親加算額」「扶養 

控除額」を加算して記載すること。 

 ②ホームページ等に挙げている援助対象世帯とな 

る世帯６項目の記載について、６番目を「１～５ 

にあてはまらないが、世帯全員の収入が少なく生 

活が非常に苦しい場合」との記載に変更すること。 

 

（２）３号認定（３歳未満児）児童保育料の算定基準 

について、「住民税所得割課税額」による階層を見直 

し、保育料の引き下げ、減額制度の拡充を以下のと 

おり図る必要があると考えるが、所見を伺う。 

 ①現行第３階層から第９階層の刻みを見直し、所 

得に対する負担比率の低減を図ること。 

②住民税課税の均等割のみの世帯への減額階層の 

新設を図ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１ ９ 

岩淵 

和明 

議員 

２．物価対策について 

 実質所得の低下が継続する中、食料品を中心に価格 

高騰が継続しているが、うきは市の取組み方針につい 

て所見を伺う。 

 

（１）「学校給食食材費補助」「給食支援事業補助」「保

育所等給食支援金」「幼稚園給食支援費補助」「学童

保育支援」等公益事業への支援。 

（２）市内任意民間が主催する「子ども食堂」食糧費

（運営費含む）支援交付を受けている団体への支

援。 

（３）介護施設や介護事業所等への支援。 

 

 

市長 

２ ２ 

髙木 

亜希子 

議員 

１．公共施設等の除却事業について 

 

（１）総務省から出された「公共施設等の適正管理に

ついて」において、除却事業も支援対象となった。

また、建設業界は２０２５年問題等もあり、建築物

その他の工作物除却費用が更に上昇していくこと

が明白である。本市では公共施設等総合管理計画改

訂があるが、まちの変化を停滞させないために、老

朽化した施設等の除却事業を先延ばししないこと

は重要だと考える。統合や複合化含め、方向性やス

ピード感について、考えを伺う。 

（２）各自治会公民館等の除却についても同様の課題

があると感じている。６月議会の組坂議員に対する

答弁では「支援の在り方について検討」とされてい

たが、助成制度等の検討について、その後の進捗状

況を伺う。 

 

２．移住・定住施策、職場定着支援について 

 

（１）９月議会の総括質疑の際、移住・定住施策につ

いて｢Ｕターン者にフォーカスを当てた支援を検

討｣という答弁だったが、地方就職学生支援事業等

に取り組む考えはあるか伺う。 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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２ ２ 

髙木 

亜希子 

議員 

（２）定住施策として、各自治会・町内会等の情報オ

ープン化や、「こども誰でも通園制度」を活用した保

育所等の体験入園、移住者アンケート結果について

公表している自治体等がある。若者や子育て世代へ

の移住・定住に力を入れることを考えるならば、こ

うした移住の先の「定住」に向けた環境づくり・体

制づくりが必要だと考える。市長の考えを伺う。 

 

３．PPP／PFI 導入の方針について 

 

（１）導入方針について令和７年３月議会で質問した

際、令和７年度中には市民に示したいとの答弁であ

った。取組の進捗状況、おおよその内容、今後建設

等が想定される公共施設について取り入れる考え

があるのか伺う。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

３ ８ 

竹永 

茂美 

議員 

１．通学路の安全確保について 

  

（１）2025年度通学路整備の進捗状況について各小学

校別に伺う。 

（２）うきは市の通学路の安全対策・整備の基本方針

について伺う。また、土木費の交通安全対策事業に

ついて計画と進捗状況について伺う。 

 

２．うきは市の障がい児・障がい者の生活支援策につ

いて 

  

（１）車いす利用者等が使用する市施設（小・中学校

含む）や市道のバリアフリー化の進捗状況と整備計

画について伺う。 

（２）市内のＡ型就労施設が減少している。高等部を

卒業した後の就職先として選択できるようＡ型就労

施設の充実を図るべきと考えるが、Ａ型就労施設への

支援策と支援計画があるかについて伺う。 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５回うきは市議会一般質問通告書 

令和７年１２月５日 

4 

質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

３ ８ 

竹永 

茂美 

議員 

３．流域治水事業について 

  

（１）巨瀬川の改修工事が始まったが、地域住民から

工事進捗について心配の声がある。そこで、流域治

水事業（巨瀬川、山曾谷川、美津留川、隈上川）の

進捗状況と今後の各年度の計画に市としてどのよ

うに国県と連携していくのか、また、住民への周知

方法ついて伺う。 

 

 

市長 

 

 

 

 

４ １３ 

熊懐 

和明 

議員 

１．人口減少、少子化について 

 

（１）第３期ルネッサンス戦略人口ビジョン（案）を

見ると、年々人口が減少していくように示されてい

るが、市として人口減少を防ぐための対応策等を考

えているか伺う。 

（２）保育所への０〜３歳未満児の中途入所がなかな

か難しいと聞くが、受入れをするために保育士の確

保ができないのか伺う。 

 

２．農業政策ついて 

 

（１）地区内農家は副業的兼業農家が多く、農業機械

は高騰しているため、共同利用等の推進は考えられ

ないか伺う。 

（２）農業機械の共同利用の推進のためにも、稲作で

収穫時期の違う品種等の作付けを推奨する等考え

られないか伺う。 

（３）圃場によるが、段差の少ない隣接圃場同士の畦

畔除去による大区画化を行うためには、県補助だけ

ではなく市も補助をすべきと考えるが、所見を伺

う。 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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５ ４ 

樋口 

隆三 

議員 

１．うきは市地域包括支援センターの取組について 

 

（１）地域包括支援センターが果たす役割と活動にお

ける課題は何か市長の見解を伺う。 

（２）地域包括支援センターの取組は、地域の高齢者

が住み慣れた地域で安心して生活できるように、介

護保険の利用の仕方、適正なサービスや機関・制度

の利用につなげるための支援を行っているが、十分

な配慮や支援が行き届いているか市長の所見を伺

う。 

（３）介護の問題には「介護格差」、「介護崩壊」等大

きな課題が横たわっている。収拾困難状態になる前

に問題解決に向けて取組の強化が求められている

が、今後「介護崩壊」と言われる時代が到来しない

とも限らない。介護不足や介護サービス等の課題に

対する対策案について、市長の見解を伺う。 

 

２．小中学校体育館の空調機の設置について 

 

（１）小中学校体育館の空調機の設置については、令

和７年３月議会の一般質問において、５点ほどに整

理され見解が示された。現在もその見解に変わりは

ないか、もしくは新たな見解があれば、市長・教育

長の見解を伺う。 

 

３．「こども誰でも通園制度」について 

 

（１）「こども誰でも通園制度」は、未就園児が保育施

設を利用できる新しい制度であるが、２０２６年度

から全国で実施されることになっている。この制度

の概要と懸念される点がないのか伺う。 

（２）「こども誰でも通園制度」の準備に当たり、制度

のメリット、デメリット及び課題について、どのよ

うに把握されているか、市長の所見を伺う。 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

市長 
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５ ４ 

樋口 

隆三 

議員 

（３）「こども誰でも通園制度」の導入により、保育現

場は保育士不足と現場の負担増が深刻な課題とし

て浮上している。どのような対策が必要か市長の見

解を伺う。 

 

４．防災士の資格取得について 

 

（１）防災士資格取得については、近年、県内他市町

村において自主防災組織のリーダーを育てようと、

日本防災士機構が認定する民間資格「防災士」の養

成講座を受講させ、防災組織で３年以上活動するこ

とを要件に、資格取得に必要な講座などの費用を全

額助成している。当市においても導入してはどうか

伺う。 

 

市長 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

６ ７ 

野鶴 

修 

議員 

１．市道下の川～荒瀬線の一部改修について 

 

（１）現在県道保木～吉井線の大石高見交差点につい 

ては、ラウンドアバウト工事が完了し、これまでの 

渋滞は解消されたが、三春から大石高見交差点まで 

の県道保木～吉井線の道幅は狭く、未だ危険な状況 

である。これに替わる道路として、市道下の川～荒 

瀬線の改良工事はできないのか。 

（２）平成２４年度に下の川～荒瀬線については改良 

工事に関する設計も行なわれている。しかしながら、 

大石交差点のラウンドアバウト工事との関係で、引 

き延ばされてきた経緯がある。今回交差点工事も終 

わったので、改めて市道下の川～荒瀬線の三春工業 

団地より大石堤防までの間の一部改良工事だけでも 

検討できないのか。 

 

 

 

 

 

 

市長 
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６ ７ 

野鶴 

修 

議員 

２．浮羽究真館高校の存続に係る支援策について 

 

（１）浮羽究真館高校に対する支援策は、現在すでに

いろいろと行われているところではあるが、やはり

浮羽究真館高校の魅力を PR するような支援が必要

ではないか。その一つに、食育を推進するうきは市

としては、浮羽究真館高校の学食（食堂）の復活は

重要な要素だと考える。市長の所見を伺う。 

（２）浮羽究真館高校の将来を考えたとき、地元に愛

される高校にしなければならない。そのためには、

浮羽究真館高校を支える組織を形成する必要があ

ると考える。市長を先頭に究真館高校の学校長、教

頭、PTA 会長、同窓会会長、さらに市教育委員、両

中学校長、中学校 PTA会長、商工会会長等で組織し

た（仮称）「浮羽究真館未来サポート会議」なるもの

を組織化することが必要だと思うが、市長の所見を

伺う。 

 

市長 

 

７ ３ 

高松 

幸茂 

議員 

１．職員の働き方改革について 

 市民サービス向上のためには、職員が生き生きと仕

事ができる環境づくりが重要と考える。働き方改革と

いうと労働時間のことが真っ先に挙げられるが、決ま

った時間の中で効率よく仕事を行うには、心身の健康

が重要である。嫌でもやらざるを得ない仕事と、自ら

やりがいを持ってできる仕事とにバランス良く取り

組むことで、心身の健康を保って効率よく働くことが

できると考える。 

 

（１）職員に兼業を認める制度の創設について 

 全国的に数はまだ少ないが、このような制度を導入

している自治体がある。うきは市役所で導入の考え

はあるか伺う。 

 

 

 

 

市長 
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質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 
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相 手 

７ ３ 

高松 

幸茂 

議員 

（２）会計年度任用職員(専門職)の待遇改善について 

 対人サービスの職種でストレスの大きい場面にも

多く接している、図書館司書、保育士、保健師、女

性相談員等の専門職での会計年度任用職員比率は

どれほどか。待遇改善についてはどのように考えて

いるか伺う。 

（３）昨年度の早期退職者について 

 人数、年代とその理由はどうか伺う。 

 

２．空き家対策について 

 空き家が次々と発生する一方で、解体されて櫛の歯

が欠けたような状態になり、景観を損なっている場所

も出てきている。 

 

（１）うきは市内の空き家の数は、現在どのように把

握しているか。その方法と数について伺う。 

（２）危険空き家、管理不全空き家は現在どのように

把握しているか。その方法と数について伺う。 

（３）空き家を活用して飲食店や宿泊施設としての活

用が進んできたが、地域との付き合いが良好にでき

ているところとうまくいっていないところがある。

行政の立場で、どのように関わる事ができると考え

ているか伺う。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 


